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データの注意事項

2026年日光市 国内観光客分析

本レポートでは、一部の箇所で「市観光入込数（実績値）」との比較を行っていますが、人流データと市観光入込数は、算出根拠やデータ性質が根本的に異なる
ため数値が一致することはありません。 以下の特性および定義の違いにご留意ください。

１．データ特性の相違
・母集団の特性（サンプルの偏り）
人流データは特定のアプリ利用やスマホキャリアの契約者に紐づくため、年代や利用スタイルによる偏りがあります。一方、市観光入込数は全住民や施設利用の実数を
対象としています。
・計測定義の相違
人流データはGPSによる「位置情報」をベースにしていますが、市観光入込数は宿泊施設や観光施設入込数などの「確定した数」をカウントしています。
・推計値と確定値の違い
人流データは、一部のサンプルから全体を予測する「拡大推計」を行っているため、計算ロジックによって誤差が生じます。対して、市観光入込数は原則として積み上げ
方式の「確定値」です。

２．人流データにおける来訪属性の定義
本レポートの人流データでは、以下の定義に基づいて判定しています。
・旅行客  ：自宅から一定以上離れ、同一観光スポットに同日連続２回以上の位置情報が集計されることで判定
・日帰り客：夜間（翌日1:00〜4:59）に位置情報が最も多く検知されたエリアが来訪者の発地と一致する場合、同日の旅程を「日帰り」と判定
・宿泊客  ：夜間（翌日1:00〜4:59）に位置情報が最も多く検知されたエリアが来訪者の発地と異なる場合、同日の旅程を「宿泊（宿泊日）」と判定し、最も多

く検知されたエリアを宿泊市区町村と定義
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日光市全体１

資料：「おでかけウォッチャー」を基に作成2/１５

2025年 2026年 前年比
2025日光市観光入込数

（実数）

入込数 521,922人 510,753人 98％ -

日帰り客 341,827人 327,498人 96％ -

宿泊客 180,095人 183,255人 102％ -

2月全体の入込数は前年比98%とわずかに減少となった。
内訳を見ると、日帰り客も前年比96%と微減した一方で、
宿泊客は前年比102%と増加に転じている。
12月以降、「滞在型観光」へとシフトする傾向が続いている
。今後は、増加傾向にある宿泊客に対し、夜間のアクティビテ
ィ拡充や連泊を促すコンテンツを提供することが、満足度向
上も寄与する可能性は高い。

➢ 2026年２月

2026年日光市 国内観光客分析
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※日光市観光入込数（実数）は、「日光地域」という区分で集計されています。これに対し、当協会
では詳細な分析を行うため、独自に「日光エリア」および「奥日光エリア」の２つのエリアに区分して算出。



日光市全体

発地ランキング

１

2026年日光市 観光客分析

資料：「おでかけウォッチャー」を基に作成3/１５

属性別構成

➢ 2026年２月

2026年2月

2025年2月

属性別構成について
前年同時期と比較して、女性は20代、男性は50代
および60代の割合が大きく伸長した。
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日光エリア（日光東照宮・日光山輪王寺・日光二荒山神社）２

資料：「おでかけウォッチャー」を基に作成4/１５

2025年 2026年 前年比
2025日光市観光入込数

（実数）※

入込数 232,743人 227,368人 98％ ⁻

日帰り客 172,717人 165,466人 96％ ⁻

宿泊客 60,026人 61,902人 103％ ⁻

2026年日光市 国内観光客分析

➢ 2026年２月

※日光市観光入込数（実数）は、「日光地域」という区分で集計されています。これに対し、当協会
では詳細な分析を行うため、独自に「日光エリア」および「奥日光エリア」の２つのエリアに区分して算出。

入込数は前年比98%とわずかな微減にとどまった。内訳を
見ると、日帰り客が前年比96%と微減した一方で、宿泊客
は前年比103%と増加に転じている。
12月以降、「滞在型観光」へとシフトする傾向が続ている。
今後は、増加傾向にある宿泊客に対し、夜間のアクティビテ
ィ拡充や、周辺スポットへの回遊による連泊を促すコンテンツ
を提供することが、満足度向上も寄与する可能性は高い。
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日光エリア（日光東照宮・日光山輪王寺・日光二荒山神社）２

2026年日光市 観光客分析
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➢ 2026年2月 発地ランキング

属性別構成

2026年2月

2025年２月

属性別構成について
日光東照宮および日光山輪王寺では女性の割合が上昇し
、特に日光東照宮では20代女性でその傾向が顕著となった
。対照的に、日光二荒山神社では50代男性の割合が大
幅に上昇している。
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奥日光エリア（華厳滝観瀑台・明智平ロープウェイ展望台・戦場ヶ原展望台・中禅寺湖展望台・湯元温泉）３

資料：「おでかけウォッチャー」を基に作成6/１５

2025年 2026年 前年比
2025日光市観光入込数

（実数）※

入込数 65,206人 60,090人 92％ -

日帰り客 45,612人 38,150人 84％ -

宿泊客 19,594人 21,940人 112％ -

2026年日光市 国内観光客分析

入込数は前年比92%と減少した。内訳を見ると、日帰り客
が前年比84%と大幅に減少した一方で、宿泊客は前年比
112%と大きく増加している。
12月以降、「滞在型観光」へとシフトする傾向が、奥日光エ
リアにおいては最も顕著に表れている。宿泊客の大幅増は、
冬の奥日光ならではの静寂や温泉を目的とした滞在需要が
堅調であることを示している。
今後は、この高い伸びを示す宿泊層に対し、スノーアクティビ
ティや星空観賞といった冬季特有の夜間コンテンツをさらに充
実させることが必要なのではないか。

➢ 2026年２月

※日光市観光入込数（実数）は、「日光地域」という区分で集計されています。これに対し、当協会
では詳細な分析を行うため、独自に「日光エリア」および「奥日光エリア」の２つのエリアに区分して算出。
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奥日光エリア（華厳滝観瀑台・明智平ロープウェイ展望台・戦場ヶ原展望台・中禅寺湖展望台・湯元温泉）３

2026年日光市 観光客分析

資料：「おでかけウォッチャー」を基に作成7/１５

➢ 2026年2月

属性別構成

2026年2月

発地ランキング
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属性別構成について
全体では、女性20代や30代の若年・中堅層が縮小した。
一方で、20代・30代の男性の割合が大きく拡大している。
特に戦場ヶ原では、2026年に男性30代32.7%と40代
34.1%と大部分を占めており、特定のスポットでの偏りが顕著と
なった。
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足尾エリア（足尾銅山観光）４

資料：「おでかけウォッチャー」を基に作成8/１５

2025年 2026年 前年比
2025日光市観光入込数

（実数）

旅行客 749人 75人 10％ -

日帰り客 617人 75人 12％ -

宿泊客 132人 0人 0％ -

2026年日光市 国内観光客分析

参考値
一定数のデータがないため

➢ 2026年２月
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足尾エリア（足尾銅山観光）４

2025年日光市 観光客分析

資料：「おでかけウォッチャー」を基に作成9/１５

属性別構成

発地ランキング
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➢ 2026年2月

参考値
一定数のデータがないため



鬼怒川・川治エリア（日光江戸村・東武ワールドスクウェア・龍王峡駅・鬼怒川温泉・川治温泉）５

資料：「おでかけウォッチャー」を基に作成10/１５

2025年 2026年 前年比
2025日光市観光入込数

（実数）

入込数 346,446人 354,176人 102％ -

日帰り客 203,714人 209,747人 103％ -

宿泊客 142,732人 144,429人 101％ -

2026年日光市 国内観光客分析

➢ 2026年2月

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

入込数 日帰り客 宿泊客

2025年 2026年

※日光市観光入込数（実数）は、「日光地域」という区分で集計されています。これに対し、当協会
では詳細な分析を行うため、独自に「日光エリア」および「奥日光エリア」の２つのエリアに区分して算出。

入込数は前年比102%と増加した。内訳を見ると、日帰り
客が前年比103%、宿泊客も前年比101%と前年実績を
上回った。
他エリアで顕著だった「日帰り客の減少」が見られず、むしろ増
加している点は、当エリアにあるテーマパーク等の集客施設が
冬季においても安定した集客力を維持したか。
今後は、堅調な日帰り客を宿泊へ誘導する施策や宿泊客の
さらなる満足度向上のためのコンテンツが求められる。



鬼怒川・川治エリア（日光江戸村・東武ワールドスクウェア・龍王峡駅・鬼怒川温泉・川治温泉）５

2026年日光市 観光客分析
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➢ 2026年2月

属性別構成
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施設ごとに客層の構成比に明確な特徴が見られた。日光
江戸村では前年から客層が様変わりし、男性が半数以上
を占める結果となった。一方、龍王峡では20代女性の割
合が大幅に伸長している。
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湯西川・川俣・奥鬼怒エリア（湯西川温泉）６

資料：「おでかけウォッチャー」を基に作成12/１５

2025年 2026年 前年比
2025日光市観光入込数

（実数）

入込数 67,221人 53,063人 79％ -

日帰り客 41,444人 32,045人 77％ -

宿泊客 25,777人 21,018人 82％ -

2026年日光市 国内観光客分析

入込数は前年比79%と減少した。内訳を見ると、日帰り客が
前年比77%、宿泊客も前年比82%と減少。

<実数>
かまくら祭期間中の平家の里の入場者は、前年比約75％。
湯西川・川俣・奥鬼怒観光案内所の窓口利用者は前年対比
は80％だった。
また、旅館ホテルの宿泊状況は、前半は前年比減だったが、中
盤から後半にかけて持ち直し、前年並みの宿泊者数となった。

➢ 2026年２月
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※日光市観光入込数（実数）は、「日光地域」という区分で集計されています。これに対し、当協会
では詳細な分析を行うため、独自に「日光エリア」および「奥日光エリア」の２つのエリアに区分して算出。



湯西川・川俣・奥鬼怒エリア（湯西川温泉）６

2026年日光市 観光客分析
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属性別構成
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属性別構成について
男女比全体の構成に大きな変化は見られないが、年代別
では、男性は20代、女性は40代の割合が前年を大きく伸
長した。
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今市エリア（大笹牧場・日光だいや川公園・道の駅日光街道ニコニコ本陣）７

資料：「おでかけウォッチャー」を基に作成14/１５

2025年 2026年 前年比
2025日光市観光入込数

（実数）

入込数 45,514人 47,872人 105％ -

日帰り客 39,883人 37,000人 93％ -

宿泊客 8,631人 10,872人 126％ -

2026年日光市 国内観光客分析

入込数は前年比105%と増加した。内訳を見ると、日帰り客
は前年より減少した一方で、宿泊客は前年比126%と極めて
高い伸びを見せている。
エリア内の宿泊施設を利用する層が着実に増加していることを
示唆している。
今後は、地元飲食店との連携や夜間の飲食コンテンツをより充
実させることで、地域経済へのさらなる還元と、リピーター獲得が
期待できるか。

➢ 2026年２月
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※日光市観光入込数（実数）は、「日光地域」という区分で集計されています。これに対し、当協会
では詳細な分析を行うため、独自に「日光エリア」および「奥日光エリア」の２つのエリアに区分して算出。



今市エリア（大笹牧場・日光だいや川公園・道の駅日光街道ニコニコ本陣）７
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➢ 2026年2月
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道の駅日光では男性の来訪割合が上昇した。また、日光だい
や公園では20代および50〜60代男性の割合が大幅に伸長
したことで、男性比率が全体の8割近くに達した。
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【ご注意：本資料の転載・複製での利用について】

◼ 本資料は、一般社団法人日光市観光協会の著作物であり、著作
権法に基づき保護されています。 

◼ 本資料の全文または一部を転載・複製する際は著作権者の許諾が
必要です。事前に当協会までご連絡ください。使用用途によって転
載・複製をご遠慮いただく場合もございます、予めご了承ください。

◼ 本資料は当社が信頼できると判断した各種データに基づき作成され
ておりますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。
本資料を利用する場合にはお客さまの判断で利用してください。

（本部）
〒321-1261 栃木県日光市今市717-1
道の駅日光 日光街道ニコニコ本陣 観光情報館
電話：0288-22-1525 （代表）

一般社団法人日光市観光協会
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